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（1．目的）  

家庭電器製品を扱っている会社、百貨店の1999年まで  

のデータを使って、2000年の企業評価をする。   

（2．評価方法）  

①経営指標レ1，…，∫，）の予測値とその分散をデータ  

として、DEAと確率的DEAで効率値と信頼度を  

求め、順位付ける。また、超効率値、超効率値2  

を求め順位付ける。予測にはカルマンフィルタを  

使った。  

②1999年までのデータを使ってZ値を求める。そし  

てZ位を入力データとして．カルマンフィルタを  

使って2000年のZ値（予測値）を求め順位付ける。   

（3．DEA）  

事業体の比率尺度（出力／入力）によって効率性を相  

対的に評価する方法である。入出力の各データにウェ  

イトをかけて加えた仮想的入出力により  

∫  

成鉄夫学  上田 徹  UEDA   

∫2：経常収支比率   

ち：1人当たりキャッシュフロー   

ェ．：1人当たり売上総利益増加率   

∫5：1人当たり有無形固定資産増加率   

∫。：剰余純資本構成比率   

∫，：流動資産対非流動資産差額変化率  

Tbbru   

（与．確率的DEA）【2】  

観測データが確率的変動∂－桓．，りを持っていると仮  

定する。確率レベルαでのDMU。における確率的変動  

∂の信頼領域S。は以下によって与えられる。   

∫。－¢I∂∑ニ1∂≦ズ三．．kガ（5）  
ここで＝。はDMU。における確率的変動の分散共分散  

行列でズ三．．k）は自由度m＋8のズl分布のα／トセン  

ト値である。  

DMU。が確率的変動をもち観測データは  

k・∂．，モー∂，Jとして表されるものとする。そのとき、  

効率値は次の間題によって与えられる。  
仮想的出力ー  

屯（∂）・V一虹－り  

甜的入力ー かん  

で表される比率（≦1）を最大化するように線形計画  

法を用いて、最適ウェイトを決定し、この目的関数の  

債が1でスラック変数の位が0の事業体を効率的であ  

ると言う．また、そうでない事業体を非効率的である   

という。   

（4．Zせ）【l】  

・Z値は企業生命力を判断する指標である。  

・Z値は数多く存在する財務指標を1本の式で読み  

取るようにつくった合成指標である。  

・Z飽が「プラスなら安全」、「マイナスなら警戒」。  

合成指榎の耕成算式は次のとおりである。  

Z値一－5．705－0．79旬＋0．081取2＋0．㈱29加，  

＋0・0054む．＋0．033鴎＋0．058叱－0・078叫  

∫1：金融費用負担率  
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（6）  

－〟－け。＋∂．）≦0  

〟，V≧g  

確率的変動∂が確率αで起こると考えると、確率レベ  

ルαでの最小効率位は、次のミニマックス問題から求  

めることができる。  
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げ 。＋も）≦0 （8）  
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〟，γ≧g  

∂∑ご∂≦ズ三．．k）  
問題（8）での戒¢）は、確率レベルαでの最小効率億で  

あるので、確率レベルαでの信頼領域で、式（8）の制  

約を輯たすどんな確率的変動∂でも効率値ベb）より  

低いはすはない。従ってⅧ詭）・1のときには、式（8）   
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の制約を満たすどんな確率的変動∂についても効率的  

である。そして、王（α）－1のときのαの最大値をαmと  

する。また、αmをDMUoの信頼度と呼ぷ。   

ズ三．，（α）はαの単調な減少関数であるので、αM は  

ズ三．，k・）の最小値によって達成される。そのため、次の  

二次計画問題によってαMを求めることができる。  

百貨店   

min A－∂－∑；1∂  

訂・ r。入≧㌔－∂γ  

ズ→入≦ズ。＋∂∫  

入≧0  

ズ→，㌔：β〟仇を除いたデータ行列  

（16）  

（8．考察）  

今回用いたどの手法でも上位に位置する企業はランク   

がほとんど変わらなかった。しかし超効率佐用でアイ  

ワがとびぬけている。それは、下の図より分かるよう  

にx4とⅩ5を見て超効率値を出しているためである。   

しかし超効率値2では超効率値よりも効率性評価値を   

抑えることができた。また、今回用いた手法では近年   

の急速な業績悪化による崩壊は考慮できなかった。  

すなわち問題（16）が線形制約条件を持っている二次計   

画問題であるので、容易にAの最小値A●を得ることが  

でき、古か唱由度m十8のズ2分布に従うことから、  

ズ三．，kM）一A● （17）  

としてα皿は求められる。   

（6．超効串位2）  

確率的DEAで求めた∂を使い、下の式に代入し、  
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u，とノを求める。そのu，とゾを用いて計算される  

′リ’ち      Il  

も ー‾  
〟㌢ム  

を超効率位2と言う。   

（7．結果）  

家t製品会社  

（9．今後の予定）  

今回用いたZ値は、バブル崩壊前の古い計算式であっ  

た。今後の予定としては、文献【刃等の格付けデータを  

元にして、新しい企業評価の式を作っていきたいと考   

えている。  
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